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研究テーマ
「過去と未来の温泉地を紐解く

－温泉地の温故知新－」

１.ゼミナール活動



温泉地を対象に地域の形成過程及び宿泊業の展開を
調査することを通して、
観光地の現状と課題について学ぶゼミ

①温泉資源を学ぶ

②地域の課題を学び、課題解決に取り組む

③課題解決を目指して－コンテストや卒論に取り組む―

研究目的



ゼミ活動の流れ

文献輪読

フィールド

ワーク

コンテスト企画

2年
• 文献輪読

• フィールド
ワーク

• 卒論準備

3年
• 卒論調査
• 卒論執筆
• 卒論発表会

4年
事前学習

文献輪読

2年 石川サテライトキャンパス

3年 秋田県湯沢ジオパークカレッジ

4年 温泉調査 別府・由布院

宿博覧会 旅の図書館 内田ゼミ合同卒論報告会



対象地域と課題の設定

東洋大学
国際観光プランニングコンテスト ゆざわジオパークカレッジで発表 卒業論文

年度 2年 3年 4年
２０２３ 諏訪温泉（長野県）

（諏訪市観光課）
小安温泉郷（秋田県）
ゆざわジオパークカレッジ

道後温泉（愛媛県）

２０２４ 加賀温泉郷（石川県）
石川県サテライトキャンパス

小安温泉郷（秋田県）
ゆざわジオパークカレッジ

開催無し

２０２５ 加賀温泉郷（石川県）
石川県サテライトキャンパス

小安温泉郷（秋田県）
ゆざわジオパークカレッジ

別府温泉郷（大分県）



①温泉資源を学ぶ

秋田県湯沢市 ゆざわジオパークカレッジ

温泉が自然資源であり、観光資源化して利用されていくことを理

解していても、実感としてそれを学ぶことは困難

⇒実際に自分たちでまちあるきを行い、温泉を取り巻く数々の産

業を体験することで「温泉地とは何か」を学ぶ

3年次では「見えない火山」をテーマにした秋田県湯沢市のジオガ

イドの方々から温泉という自然資源の特徴を学ぶ

川原毛大湯滝



温泉を取り巻く産業・文化を知る



②地域の課題を学び、課題解決に取り組む
事前調査で地域について文献などを調べて理解したつもりでいても
実際に現地に行くと、自分たちが「知らなかった」ことを知る

⇒現地調査と文献調査の両方が必要不可欠である

現地調査でお世話になった地域や施設に、自分たちの学びや研究を還元すること
を目的とし、課題解決に取り組む。



2023 諏訪の観光政策
諏訪市役所の方々から

2024 山中温泉 温泉地の文化
べにや無何有女将さんから

2024 小安峡温泉
女将会の方々と意見交換会

2025 由布院駅見学
由布院まちづくり観光局事務局長から

2024 小安峡温泉
農産物直売所の方々と交流

2024 山中温泉 温泉地の文化
べにや無何有の女将さんから



2024年 ワークショップ
湯沢市・小安峡温泉の地域活性化提案

湯沢市ジオパークガイドの方々と議論しな
がら現状分析・課題発見



2024年 湯沢ワークショップ
SNSを使った情報発信の課題と可能性

ターゲット
投稿のポイント

投稿の工夫と課題などを発表



③課題解決を目指して
コンテストや卒論に取り組む





湯沢市小安郷温泉を
対象に教育旅行を企画





2024東洋大学国際観光学部

国際観光プランニングコンテスト

最優秀賞

2023 東洋大学国際観光学部

観光ビジネスプランコンテスト

優秀賞



卒業論文

各自で好きなテーマを選び、４年次の春から文献・現地調査を行い、

12月の完成に向けて執筆を行う。

温泉宿の取り組みを学ぶ
明礬温泉 えびす屋

旅の図書館見学
公財日本交通公社

温泉地おけるワーケーション
温泉地と食の役割
鉄輪温泉 七日一巡り



２．ゼミ活動から学ぶ

温泉地の魅力
①心身をリラックスできる「癒し」と「アクティブ」な体験のどちらも楽しめる

《癒し》

・自然の中で穏やかな時間を過ごし、疲れを癒せる

・美肌効果など、美容面での効能が魅力的

《アクティブ》

・その土地ならではの文化・歴史・伝統に触れられる

・ご当地グルメや温泉地特有の食文化を楽しめる

・温泉街を散策し、浴衣姿で写真撮影を楽しめる

②友人や家族と親密な時間を過ごせる

非日常的な体験



温泉地の課題

①人材不足・後継者不足

→温泉地で働く人材や、地域のまちづくり・観光業を担う地域中核人材の育成が必要

②温泉資源の保護と管理

→過度な採取を続けてしまうと、湧出量の減少や厳選の枯渇の危険がある

③自然環境と景観の保護

→バブル期の大規模開発により、景観破壊・個性の喪失

現在も廃業旅館の跡が目立つ地域がある

④インバウンド対応

→入浴マナーの案内やタトゥーへの理解と対応



若者世代が取り組めること

①SNSや口コミを通じて周囲に温泉を「発信」する

・実体験をリアルに共有することで関心を高める

→写真、動画、位置情報を活用

・口コミを通じて新たな観光需要を生み出す

②「温泉＋α」の提案をする

・温泉地の飲食店や体験スポット、自然と組み合わせて新しい楽しみ方を考える

・旅行会社や地域と連携し、若者視点のイベントやスタンプラリーなどのアクティビティ

を創出する



ゼミで温泉を学ぶことを通して

①温泉まちづくりによる地域再生

→地域の魅力や文化資源を活かし、独自の地域ブランドを形成

②持続可能な地域モデルへの転換

⇒地域の自然・歴史・文化を守りつつ、多様な滞在型観光を推進

⇒住民・行政・観光事業者の三者協働によるまちづくりで

地域経済と暮らしを豊かに

⇒SNSでの発信を通して、DX化にも対応する

持続可能な温泉観光地を目指せるのではないか



3．主要参考文献

阿岸祐幸編（2012）『温泉の百科事典』丸善出版

内田彩（2013）「滞在型観光」『観光学全集4 観光行動論』原書房

内田彩（2023）「“観光を学ぶ”ということ : ゼミを通して見る大学の今(第16回)東洋大学国際観光

学部国際観光学科内田ゼミ」『観光文化』47 (1)号、pp.54-57、公益財団法人日本交通公社

十代田朗（2010）『観光の新しい潮流と地域』放送大学

日本温泉文化研究会編（2011）『温泉を読む』講談社．

前田勇（2018）『新現代観光総論第2版』学文社

山村順次（1998）『日本の温泉地 : その発達・現状とあり方』日本温泉協会



若者が温泉地に魅力を感じない要因

①「温泉＝年配の方の楽しみ」というイメージが根強い

②レジャーの多様化により、「温泉」が選ばれにくくなっている

⇒推し活、ライブ

③温泉よりも友人どうしで盛り上がれるアクティビティを選びやすい

⇒キャンプ、BBQなど

③メイクや髪型が崩れるなど、外見を気にするため

④タイパ・コスパ重視

⇒移動や宿泊を伴う旅行よりも手軽な娯楽を好む

⑤「入浴」への嫌悪感

⇒「風呂キャン界隈」という言葉が誕生し

参考資料①



若者世代の視点から見る傾向推察
旅行先として温泉地を選ぶ際の決め手

①周辺観光の充実度
⇒温泉以外にも楽しめる観光地・体験スポットがあるかどうか

②アクセスの良さ
⇒費用、日程、移動時間を考慮してより行きやすい場所を選ぶ

③温泉街の魅力度
⇒周囲に飲食店や食べ歩き可能な店が豊富だと人気が高い

④SNS映え要素
⇒InstagramなどのSNSで下調べをしたり、口コミや投稿数、評判の良さが決め手になる傾

向も強い

温泉だけではない、＋αの体験が必要不可欠なのではないか

参考資料②
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